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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
 電気自動車は、エネルギーや環境問題に対応して開発されたエコカーとして登場し、ま



















た。また、廃車前の LIB 活用法として、Vehicle to Home, Vehicle to Load, Vehicle to 
Building, office and Plantなどのモデルを提案し社会実験を行った。更に、廃車後の LIB





































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 










































め、負極板では、充放電前と 150 回と 400 回充放電後の活性化エネルギーはそれぞれ
193.6meV、136.8meV および 82.9meV の値を得ている。活性化エネルギーの減少と充放
電回数との相関はルート関数であることを示すとともに、電池システム特性と劣化の評価
パラメーターとして有効であることを見出している。 
以上の通り、本論文は、LIB システムの新たな評価法を開発し、電池特性評価に有効であ
ることを確認するとともに、電極特性と電池残寿命などとの相関を明らかにしたものであ
り、電気工学および材料科学の分野に重要な貢献をするものである。 
 本論文に関して審査委員ならびに公聴会出席者から種々の質問があったが、いずれも論
文提出者から適切な説明がなされ、質問者の理解が得られた。  
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
